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1 は じ め に

現在の酪農経営は,能力の高い牛群で効率的な飼養頭数

により1頭当りの収益性を高めることが求められ,その中

で高泌乳牛の泌乳能力をフルに発揮させる手段としてリー

ド・ フィーデング等の高エネルギー飼養が行われるように

なった。高エネルギー飼養による産乳効果は既に明らかに

され,これらの研究成果は,日本飼養標準・乳牛 (1987年

版)〕 に引用されている。しかし,こ の飼養法において,改

善すべき問題点として繁殖性向上が指摘されている。そこ

で本研究では, リード・ フィーディングを牛の泌乳性,繁

殖性双方に効果的な飼養法とするため,繁殖に強く関与し

ているといわれる月旨溶性ビタミン (β ―カロテン及びビタ

ミンE)の添加効果について検討した。
なお,本試験は,茨城県畜産試験場を主査とする10府県

の協定試験として行われたものであるが,こ こにまとめた

ものは,そのうち本県分に関するものである。

2試 験 方 法

(1)試験期間

昭和58年 8月 から昭和62年 3月 まで (分晩63日 前から分

娩144日後まで)各年度ごとに 4回の反復試験を行った。

表 1 試験期間及び供試牛

0)供試牛
2～ 6産のホルスタイン種14頭 (試験区 8頭 ,対照区 6

頭)を供試した。各年度とも9月 からH月分娩のものを用
いた。

13)試験区分

対照区 (無添加区)は ビタミンA50,0001U,ビ タミン

D36,lll10 1 Uと し,試験区 (添加区)は これらにβ―カロテ
ン3110″rビタミンEl,0001Uを加えた。
に)栄養水準
分娩 9週間前から,日本飼養標準 (1974年版)維持+妊

娠のTDN(可消化養分総量)要求量の85%を給与 し, 4
週間前から濃厚飼料を 1″/2日 の割合で増量し, 3週間
前から分娩までTDN要求量のH5%を給与した。
分娩4日 後まで分娩直前の水準を維持し, 5日 後から牛

の状態を見ながら濃厚飼料を上限15″に達するまで1″/
2日 の割合で増量し, 4週間後には維持 +産乳のTDN要
求量の110%を給与し,こ の水準を試験終了まで維持した。
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6)供試飼料及び給与方法
供試飼料は,濃厚飼料 ,コ ーンサイレーシ,ビートパル

プ及び稲わらを用いた。粗飼料はDM(乾物)で体重の

12～14%に なるようにコーンサイレージ60%, ビー ト
パルプ25%,稲 わら15%の比率で給与した。TDN要求量
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に対する粗飼料からの不足分を濃厚飼料で補うようにした。   また,胎盤停滞ほか繁殖障害発生の有無についても記録
6)測定項目及び方法                 した。

1)血漿中のβ―カロテン,ビ タミンA及びビタミン
3 結果及び考察E含量

分娩50日後に採血し,3,00∝pmで20分間違心後 ,血漿を   0)血 漿中のβ―カロテン, ビタミンA及びピタミンE
分離し,測定まで-20℃で凍結保存した。定量は,農林水  含量
産省畜産試験場微量要素研究室で高速液体クロマトグラフィ   分娩50日後の血漿中β―カロテン含量を定量した結果 ,
―によリー括して行った。                試験区1568μ 夕/″ ,対照区880μ ,/ンで,試験区に
2)繁殖状況                    ぉぃて有意に (Pく001)高かった。
繁殖状況については,分娩7日後から毎週 2～ 3回直腸   また,ビ タミンE(α ―トコフェロール)含量も試験区
検査法により卵巣,子宮の状態を検査し,初回排卵日数,  47μ 夕/ml,対照区30μ ,/mlで 有意差は認められな
子宮修復日数 ,発情回帰日数等を記録した。        かったものの試験区において高かった。

表 2 血栞中β―カロチン及びビタミン含量

区 分 試 験 区 対 照 区
有意差

頭 数 8 6

日
β―カロチン (μg/ao)
α―トコフェローフレ(喀/潔 )
ビタミンAアフレコール (μg/a)

1568± 355

47± 0,
392± 79

880± 338

30± 1,
338± 72

NS
NS

注 **Pく 001

佗)繁殖成績                     ロテン欠乏飼料を給与した牛群では受胎率の低下が起こる

繁殖成績については表 3に示した。子宮修復日数,初  と報告しているが,今回の試験では,その傾向はみられな
回排卵日数,発情回帰日数及び初回授精までの日数はそ  かった。
れぞれ,試験区で163日 ,176日 ,428日 及び798日 ,対   繁殖障害については,両区とも1件も発生しなかった。
照区で195日 ,223日 ,460日 及び887日 であり,いずれ  LOtthammerj)は ,血中β―カロテン含量が10～ 30μ ,
も有意差は認められなかったものの,試験区が対照区より  /dt・の場合には,発情微弱,排卵遅延等の繁殖障害の発生
も早く,β ―カロテン及びビタミンEの添加が分娩後の繁  が増加したと報告している。今回の試験では,血中β―カ
殖機能回復に効果がある可能性が示唆された。       ロテン含量が対照区でも880μ 9/″と高かったため繁殖
受胎率は,試験区100%,対照区833%(1頭のみ不受  障害の発生がみられず,両区に差がみられなかったものと
胎)で ,差はみられなかった。Lotthammer')は ,β ―力  思われる。

表 3 繁 殖成 績

区 分 試 験 区 対 照 区
有意差

頭 数 8 6

子宮修復日数 (日 )

初回排卵日数 (日 )

発情回帰日数 (日 )

初回Alまでの日数 (日 )

受胎までの日数

受胎までのAI回数個 )
受胎率 (%)

胎盤停滞の有無 (%)

繁殖障害の有無 (%)

163± 51
176± 53
428± 172

798± 167

1120± 220

20± 05
100  (8/8)
0  (0/8)
0  (0/8)

195± 46
223± 85
460± 142

887± 354

1133± 369

15± 05

833 (5/6)
167 (1/6)
0  (0ノ /6)

NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS

以上 ,今回の試験では,β ―カロチン及びビタミンE添
引 用 文 献加による受胎率向上 ,繁殖障害発生予防の効果については

明らかにできなかったが,子宮修復日数等が早まる傾向が  1)LOtthammer,K H 1979 1mportanca of β―
みられ,分娩後の繁殖機能回復に効果がある可能性が示唆   carOtene For the fertility Of dairy cattle
された。                          Feedsturfs 51 16-50
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